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【研究主題】肯定的な「自己理解」に向けた中学部段階からのキャリア教育の取組 

 

【副題】～自立活動の視点を取り入れた生活単元学習「すき・きらいグラフ」の活用を通して～ 

 

【学校・団体名】秋田県立稲川支援学校 

【役職名・氏名】教諭 阿部 哲哉 

１ 研究の目的 

（１）キャリア教育と自己理解の重要性 

2011年の中教審答申で明示され、注目されるよう

になったキャリア発達を促すキャリア教育は 2021

年４月に完全実施となった新学習指導要領（中学校

及び特別支援学校中学部）でも柱の一つとして位置

付けられ、各学校が児童生徒の実態や運営方針、地

域の実情に応じて、小学部（小学校）段階からのキ

ャリア教育の充実を図っている。 

キャリア教育の基礎的・汎用的能力の一つに「自

己理解・自己管理能力」がある。「自己理解・自己

管理能力」とは、自分が「できること」「意義を感

じること」「したいこと」について、社会との相互

関係を保ちつつ、今後の自分自身の可能性を含めた

肯定的な理解に基づき主体的に行動すると同時に、

自らの思考や感情を律し、かつ、今後の成長のため

に進んで学ぼうとする力である（中央教育審議会、

2011）。また、同答申では、「自己理解能力は、生

涯にわたり多様なキャリアを形成する過程で常に

深めていく必要がある。」とも述べられており、自

己理解を深める学習が一過性のものではなく、継続

して取り組む必要性が挙げられている。 

筆者はこれまで知的障害を有する特別支援学校

（以下、知的障害特別支援学校）に１４年勤務して

おり、そのうち１０年が高等部での指導であった。

生徒たちがより充実した社会生活を送るために、ど

のような力を伸ばせばいいか、一人一人実態の違う

生徒に合わせた指導に励んできた。社会生活を送る

上で育てていかなければいけない重要な要素は数

多くある。しかし、どの生徒にも共通して大切だと

感じたことは肯定的な「自己理解」の深まりである。

肯定的な「自己理解」は自身の内面と向き合う上で

重要となり、主体的に行動する基盤となる。また、

「自己理解」が深まることで、自分に合った仕事や

環境を選択したり、自身に必要な支援を要請できる

ようになったりする。この肯定的な「自己理解」は、

卒業後の進路先が一般就労や福祉サービス利用等

どこであっても変わらず重要であると感じた。現状

を過去や未来と比較したり、自身を客観視したりす

ることが難しい生徒の場合は、周りの支援者が整理

し、本人の代弁者となって伝えていくことが合理的

配慮の観点からみても重要だと考える。なお、本研

究における「自己理解」とは「自分の得意なことや

不得意なこと自分の行動の特徴などを理解するこ

と」と定義する（文部科学省、2018『特別支援学校

学習指導要領解説 自立活動編(幼稚部・小学部・

中学部)』の「自己の理解」の定義引用） 

（２）自立活動における「自己理解」 

 前出の学習指導要領で自立活動の目標は「個々の

児童又は生徒が自立を目指し、障害による学習上又

は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必

要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身

の調和的発達の基盤を培う」とある。６区分２７項

目に整理され、各区分、項目は、相互に関連し、一

人一人の実態に応じた指導が主である。 

 その中で「人間関係の形成」の中に「自己理解と

行動の調節に関すること」という区分がある。知的

障害や発達障害のある児童生徒の自己理解には個

人差や生活経験の違いにより、自己理解が乏しかっ

たり、自己を否定的に捉えやすかったりするなどの

自己を肯定的かつ客観的に把握することの難しさ

を抱えていることが多くの文献で指摘されている。

そのため、この項目や相互に関連した項目（「健康

の保持」「心理的な安定」「コミュニケーション」

など）が知的障害を有する児童生徒の自立活動の目

標に設定されることがこれまでの経験上多い。 

（３）本実践の学年の実態 

 本実践は中学部２年６名の生徒を対象に行った。

全ての生徒が、自立活動の年間目標に先述した項目

やその項目を包含する区分や項目を設定していた。

本学年では自立活動の時間における指導は設定し

ていない（資料１）。 生徒Ｃは自分の好きなところ

や強みを生かすことに着目できずに、新しい活動に

消極的になり「みんなの前で発表することが苦手だ
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から、やりたくない。」などといった発言が見られ

た。また生徒Ｆは自身の気持ちが不安定になる要因

が整理できていなかったため、落ち着かない状況に

なると、自分を責めることがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究仮説と研究方法 

（１）研究仮説 

生活単元学習において、普段の学校生活での頑張

りや自身の得手不得手を整理する学習を行うこと

で「現在の自分」に自信をもち、その結果、普段の

生活でより主体的に行動したり、自身の特徴を踏ま

えた前向きな発言や行動が増えたりするであろう。 

（２）研究方法 

１）自立活動の指導の実際  

知的障害特別支援学校においては、ほかの障害種

別の学校に比べ、自立活動の「時間」を設定しない

ことが多い。下山（2018）は、要因として「合わせ

た指導への位置付け（生活単元学習などの指導の中

で自立活動の指導を行っているため）」や「指導体

制確保の困難さ」、「各教科等との関連（自立活動

の各区分に、内容が近い教科で取り上げるため）」

を挙げている。しかし下山は、合わせた指導や各教

科等で取り扱っている中で自立活動の指導効果が

上がっているかということも指摘している。本校で

は一部の生徒を除き、自立活動を「時間」による指

導ではなく、各教科や各教科等を合わせた指導を中

心とした教育活動全体行うことが主である。そのた

め、「自己理解」などの学習は、日常生活の指導や

作業学習などの合わせた指導を中心に、実体験に即

して個別にフィードバックしている。実体験をベー

スに自身の得手不得手や好き嫌い、自分の行動の特

徴を実感することは極めて重要である。ただし、実

体験で学んだ「自己理解」の蓄積を整理したり、総

合的に振り返ったりする時間を設けることで、その

成果はより効果的な形で現れると考える。このよう

な時間を設定するための糸口として、生活単元学習

の指導に着目した。 

２）自立活動と生活単元学習とのつながり 

生活単元学習は、生活科を中心としつつ、国語や

数学などの教科、道徳や特別活動も併せて行う指導

の形態であり、必要があれば自立活動を合わせるこ

とができる。しかし、ここで注意しないといけない

点は、自立活動は調和的発達の基盤を培うことであ

るため、自立活動を通して、学習や生活をしていく

上での土台を作る必要がある。 

自立活動と生活単元学習の関係性は、自立活動の

項目や生活単元学習の単元の在り方で変わってく

る。ただし、どの関係性であっても共通している点

は、生徒の興味関心がある内容に学習の中心が据え

られるところである。そのことは生活単元学習の学

習指導要領に示されている。自立活動の「具体的指

導内容例と留意点」の中でも「自己を肯定的に捉え

る工夫」や「好きなこと」、「得意なこと」を生か

した活動設定が挙げられている。自立活動と生活単

元学習のねらいを達成する上で生徒の興味関心が

一つの方略になると考えた。 

３ 研究の実際 

（１）生徒の「好き」に着目して 

 これまで述べてきた課題を一つにして生活単元

学習を軸に生徒の自立活動の目標を達成すること

はできないかと考え、生活単元学習の中で「すき・

きらいグラフ」を手段にした年間を通した単元を設

定することとした（資料２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料１）生徒の自立活動の年間目標一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料２）Fさん「すき・きらいグラフ」 

色付きカードの項目は「ていねい」「自分から報告」「身だしなみ」などの１４項目がある。 
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「すき・きらいグラフ」とは、生徒自身が好きなこ

とや嫌いなことを分類するグラフである。なぜ、「好

き・嫌い」に焦点を当てたかというと、分類する行

為とは自身で考えて決定する自己決定が伴う作業

である。小島・池田は自己決定にかかわる自己理解

の程度を次のように整理している。（資料３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

その中で自分の好みに優先順位を付けたり、好き

なことや嫌いなことを把握していることは、自身を

知る上での基盤になることを表している。これまで

私は自己理解の学習では得意・不得意や自身の行動

の特徴に着目することが多かったが、今回は生徒の

「好き」に焦点を当てて、その「好き」を通した単

元づくりを行うこととした。 

（２）中心単元① 「すき・きらいグラフ」をつく

ろう～私の好きを発表しよう～」 

 先述した資料２はFさんの「すき・きらいグラフ」

である。授業では生徒がイメージを想起しやすいよ

うに、生徒が好きな「ラーメン」を導入で取り上げ

たり、２択で比較しやすい「夏と冬」を提示したり、

「ジェットコースター」の動画を提示したりするな

どの工夫をした。生徒たちは「私は家族と花火に行

ったから、花火が好き」などと教師とやりとりしな

がら、思い思いにカードを分類し、自分のグラフを

作っていった。カードを貼る際に、好きか嫌いか曖

昧であったり、教師の判断と異なったりしたことが

あった。小島・片岡(2014)が、自己理解の支援は、

重要な他者との関係性や多面的な理解等の観点を

もちながら、体系的かつ継続的に行うことが大切で

あると述べている。この点を踏まえ、自己評価と他

者評価のずれ等に関しては、無理にカードの位置を

変更せずに、生徒の意見を十分に掘り下げて具体的

な理由を聞くように徹した。生徒の自己理解を深め

る活動は生涯に渡って行う活動であり、教師が主導

することは異なるため、ここでは生徒の思いを尊重

した。この小単元の最後は、自分の好きな項目を一

つ選び、プレゼンテーションソフトを使って好きな

ことを友達や教師に発表した（資料４）。Ｂさんは

発表場面を苦手としているが、自分の好きな「ゲー

ム」に関して、攻略法やおすすめポイントを交えて

５分ほど発表することができた。発表後は「心臓が

飛び出そうなくらい緊張した。」と発言しており、

今回の発表が自身を表現した重要な経験となり、自

信を深めた様子であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）中心単元②「みんなの得意を見てみよう～普

段の生活を振り返ろう～」 

 次に「すき・きらいグラフ」の「好き・嫌い」か

ら「得意・苦手」に着目した。「得意・苦手」の指

標を取り入れた理由は、生徒の受容しやすさにある。

前単元で実施した「好き・嫌い」も同様であるが、

「好き・嫌い」「得意・苦手」どちらも自己の内面

に向き合う作業とは違い、自身の考えや行動を評価

し分類する行為となる。これが「長所・短所」や「自

分の好きなところ・嫌いなところ」という自己概念

を形成する土台になると考える。対象生徒は中学部

であることからも、普段の生活や学習での自身の取

組を丁寧に客観的に評価する学習を設定すること

が、自己理解を深める上で重要になってくると考え

た。「得意・苦手」の項目は障害者職業総合センタ

ーの「就労移行支援のためのチェックリスト」など

を参考にし、筆者が作成した「生活」「働く」「コ

ミュニケーション」の３区分１４項目を取り入れた

（各項目は資料３の色が付いているカードである）。

生徒が各項目を理解しやすいように、各項目の４コ

マ漫画のプリントを使ったり、生徒と一緒にロール

プレイを行ったりした。（資料５） 

授業では、教師からの肯定的で具体的な評価を取

り入れながら、生徒たちはカードを分類できた。Ｃ

さんは「僕、この前作業のときに自分から相談でき

ました。」と教えてくれたり、担任が毎日生徒の頑

張った点を記入している振り返り表を見返したり

a)自分の好みがある 

b)自分のなかで，好みの優先順位がある 

c)自分の好きなこと，嫌いなことがあり，理解している 

d)自分のことを過去，現在，未来といった時間軸で捉えることができる 

e)過去や現在の自分をみつめ，理想の自己像について理解している 

f)自分のことを他者からの評価も踏まえて，理解している 

（資料３）自己決定における自己理解の程度 

 

 

 

 

 

 

（資料４）生徒の発表の様子 
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しながらカードを貼ることができた（資料６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考察 ～生徒の変容について～ 

Ｂさんは、どの授業にも意欲的に取り組み、温厚

な性格の生徒である。一方、自身の苦手な活動や自

身の心情を発表する活動では口を閉ざし固まって

しまう傾向があった。Ｂさんは「得意・苦手編」に

おいて働く上でのコミュニケーションについて「相

談」と「報告」を比較し、「報告は得意だけど、相

談が苦手だな」と自己開示をしながら、それぞれの

カードを悩んで貼ることができた。またＢさんは先

述した発表場面の経験を踏まえ、２回目の発表では

下級生と他の先生方の前でも堂々と発表すること

ができた。さらに本授業以外でも、学部全体での司

会や感想発表など苦手としている人前での発表に

自信をもって取

り組めるように

なった。 

 資料７は、Cさ

んのすき・きらい

グラフの変容で

ある。初めは「得

意・苦手」の項目

が「時間を守る」

以外は、真ん中に

集中して貼って

いる。プリント等

での振り返りで

は、普段の生活を

具体的に振り返

ることができたが、実際にグラフにカードを貼る活

動のときは自己評価することに抵抗を示した。この

ような自己評価と他者評価のずれが見られたとき

も、教師は「授業の片付けは先生に言わなくてもで

きていたよね」などの具体的な事実を交えて、丁寧

に評価を伝えつつ、本人の意思をできる限り尊重し

た。半年後に項目の見直しを全体で行ったところ、

「おれ、今はこんな感じかな」と言って、おもむろ

にカードを動かした。自身と素直に向き合い、表現

した場面であった。 

５ 成果と課題 

 ここで挙げた生徒以外にも、教師からの肯定的な

評価を自信に変え、その後の良い行動へつなげて取

り組もうとする場面は多く見られた。 

「すき・きらいグラフ」の学習や日常生活の振り

返り等を通した教師から継続的で肯定的な他者評

価は、生徒たちのより主体的な行動を引き出したり、

生徒が自身の特徴を踏まえた前向きな発言や行動

を増やしたりする上で有効であったと考える。 

課題は、非認知能力である主体性や自己理解の変

容を数値で定量的観察を行うことができなかった

ことである。しかし、普段の生活の頑張りや変化を、

一授業を通して、丁寧に評価していく活動を継続し

て実践したことは、生徒の肯定的な自己理解に寄与

していることはエピソードから見て取れた。 

本単元の発展としては、「すき・きらいグラフ」

を通して整理した自分の強みを実生活で意識的に

生かしていくことと考える。自分の強みを生かし、

周りの人の役に立つ経験は、成就感や達成感を味わ

うことに繋がり、自己有能感や自己効力感を高めて

いく。今後も生徒が友達、教師、地域の人などの多

様な他者との関わりの中で自身の良さや強みを実

感し、生涯を通して行う長期的な視点から自身の伸

びしろや良さを実感し、肯定的な自己理解を促して

いく実践を行っていきたい。 
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（資料５ ４コマプリント）（資料６ 振り返り表） 


